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●ツリフネソウ 

・釣船草　・ほらがい草　・紫釣船　 

・野鳳仙花　・インパチェンス 

　山地や川辺に多く見られるツリフネソウ科の植物です。
夏から秋にかけて淡紅紫色の花を釣り下げ、その形が舟
を釣ったように見えるのでこの名があります。ホウセン
カ科と同じインパチェンスの仲間で、果実がはじけて種
子を飛ばします。インパチェンスとは「耐えられない」
という意味で果実が熟すると触れただけで種子が飛び出
してしまうからです。初秋の山道を飾る美しい野草です
が庭で栽培していても山野の趣が出て楽しいものです。
仲間にはツリフネソウのほかにホウセンカ・シロツリフネ・
キツリフネなどがあります。 
 『舟雫ぽたりと霧の釣舟草』　しゅこう 

　7月27日、県営上田野球場で行われた第84回全国高等学校野球選
手権長野大会の決勝戦で丸子実業高等学校が甲子園への12年ぶりの
出場をかけて佐久長聖高校と対戦し、惜しくも敗れましたが、県大
会準優勝という輝かしい成績を収めました。試合では、8回表まで
丸子実高が5対0でリードしていましたが、9回裏に逆転を許してし
まいました。主将の林徹二君は、「ここまでこれたのは、応援して
くれた人たちのおかげです」と大会を振り返っていました。今回は
残念ながら全国大会への切符を逃してしまいましたが、そのすばら
しい、力あふれるプレーは丸子町民に大きな感動を与えてくれました。 

●がんばった！実高野球部 

●Eメール 
　office@maruko-town.ne.jp 
●ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp 
●ｉモード用ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp/i 
●町長室専用ファックス 
  （町づくりアクティブライン） 
　Fax 0268-42-3388 
●毎月15日は町長との対話サロン 
  【問】�0268-42-1011　企画課情報係 

●人口 

男…………12,313 （＋10） 

女…………13,039 （＋31） 

総数………25,352 （＋41） 

世帯数……・・8,957 （＋33） 

　　　　　　 8月1日現在 

�緑あふれる郷土を愛し、豊 
　かな町をつくりましょう。 

�仕事に励み、伸びゆく産業 
　の町をつくりましょう。 

�平和を愛し、心のふれあう 
　楽しい町をつくりましょう。 

�教養を深め、香り高い文化 
　の町をつくりましょう。 

�健康で幸せを願い、希望に 
　満ちた町をつくりましょう。 

●広報に掲載した写真差し上げます。丸子町役場企画課情報係まで　�42-1011　有線24882

JQA-EM1393

丸子町は環境ISO14001を取得しています。 PRINTED WITH 

SOY INK
TM

Trademark of American Soybean Association

大豆油インクを使用しています。 
古紙配合率100％再生紙を使用 

古紙100％再生紙を使用しています。 

しずく 

撮影場所：奧鹿教湯 
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▼特集・市町村合併� 

市町村合併に関する町民アンケートの結果を公表 市町村合併に関する町民アンケートの結果を公表 

―
今
後
周
辺
町
村
に
も
呼
び
か
け
を
続
け
、 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
末
に
は
任
意
合
併
協
議
会
設
立
へ
― 

　
去
る
８
月
19
日
、
上
田
合
同
庁
舎
で
丸

子
町
、
上
田
市
、
真
田
町
の
１
市
２
町
の

首
長
が
共
同
記
者
会
見
を
行
い
、
「
合
併

に
向
け
た
話
し
合
い
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
く
」

と
表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
20
日
に
は

こ
の
３
市
町
の
理
事
者
、
議
会
代
表
者
が

「
懇
談
会
」
を
開
き
、
年
末
の
任
意
合
併

協
議
会
設
立
に
向
け
た
「
準
備
会
」
を
設

置
す
る
こ
と
な
ど
に
合
意
し
ま
し
た
。 

　
町
は
こ
の
５
月
・
６
月
に
市
町
村
合
併

懇
談
会
を
開
き
、
現
在
広
域
的
事
務
を
行

っ
て
い
る
上
田
地
域
広
域
連
合
構
成
市
町

村
が
１
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
き
、
住
民
の

皆
様
の
ご
意
見
・
ご
意
向
を
お
聞
き
し
な

が
ら
、
合
併
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
を

行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
説
明

を
し
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
７
月
に
合
併
に
関
す
る
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
合
併
に

つ
い
て
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
だ
、
又
は

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
進
め
る
べ
き
だ
と
回

答
し
た
人
が
約
62
％
と
過
半
数
を
超
え
、

そ
の
う
ち
相
手
先
に
つ
い
て
は
上
田
市
単

独
や
上
田
市
を
含
む
広
域
的
合
併
を
望
む

人
が
実
に
約
68
％
を
占
め
る
と
い
う
結
果

と
な
り
ま
し
た
。 

　
一
方
町
議
会
に
お
い
て
も
、
合
併
問
題

研
究
委
員
会
が
設
置
さ
れ
研
究
が
進
め
ら

れ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
去
る
８
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た

議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
依
田
窪
３

町
村
に
も
今
後
さ
ら
に
呼
び
か
け
を
行
い

な
が
ら
、
現
時
点
で
志
を
同
じ
く
す
る
１

市
２
町
で
の
話
し
合
い
に
入
り
た
い
意
向

を
説
明
し
た
と
こ
ろ
了
承
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
町
と
し
て
は
、
こ
の
３
市
町
で
現
実
的

な
話
し
合
い
の
場
を
つ
く
る
準
備
を
進
め

な
が
ら
、
さ
ら
に
周
辺
市
町
村
へ
も
呼
び

か
け
を
続
け
、
子
や
孫
の
世
代
が
豊
か
で

暮
ら
し
や
す
く
、
自
治
能
力
の
高
い
地
域

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
協
議
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
町
で
は
、
7
月
5
日
か
ら
7
月
25
日
に
か
け
郵
送
で
市
町
村
合
併
に
関
す
る
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
対
象
と
な
っ
た
の
は
丸
子
町
に
在
住
す
る
18

歳
以
上
の
個
人
か
ら
２
、０
０
０
人
を
抽
出
し
て
行
い
、
回
収
率
は
47.9
％
に
な
り
ま

し
た
。 

　
集
計
結
果
で
は
、
「
合
併
を
進
め
る
べ
き
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
進
め
る

べ
き
」
を
あ
わ
せ
、
61.5
％
に
達
し
、
ま
た
、
合
併
の
枠
組
み
に
関
す
る
問
い
で
は
、

上
田
市
を
視
野
に
入
れ
る
回
答
が
68.4
％
に
な
り
ま
し
た
。 

「
合
併
を
進
め
る
べ
き
」
は
61.5
％
、 

「
上
田
市
を
含
む
広
域
合
併
」
は
68.4
％
に 

［問］丸子町と周辺市町村との合併について 
　　　　　　　　　　　　　　どう思いますか？ 

［問］丸子町と周辺市町村との合併について 
　　　　　　　　　　　　　　　　どう思いますか（男性） 

［問］丸子町と周辺市町村との合併について 
　　　　　　　　　　　　　　　　どう思いますか（女性） 

［問］どこの市町村との合併が望ましいですか 
　　　（多岐複数選択回答） 

積極的に 
進めるべきである 

どちらかといえば 
進めるべきである 

進めるべき 
でない 

どちらかといえば 
進めるべきでない 

どちらかといえば 
進めるべきでない 

どちらともいえない 

積極的に進める 
べきである 

積極的に進める 
べきである 

どちらかといえば 
進めるべきである 

どちらかといえば 
進めるべきである 

進めるべきでない 

どちらかといえば 
進めるべきでない 

進めるべきでない 

どちらとも 
いえない 

どちらとも 
いえない 

無解答 

33.8％ 

42.2％ 

26.6％ 

6.7％ 

4.2％ 

9.0％ 

27.7％ 

25.6％ 

29.7％ 

7.4％ 

7.9％ 

7.0％ 

23.2％ 

19.4％ 

26.5％ 

1.2％ 

無解答 0.7％ 

無解答 1.2％ 

0

20

40

60

80

100

上
田
市 

東
部
町 

真
田
町 

長
門
町 

青
木
村 

武
石
村 

和
田
村 

坂
城
町 

立
科
町 

北
御
牧
村 

（403人） 

（185人） 

（102人） 

（259人） 

（103人） 

（294人） 

（249人） 

（62人） （59人） （64人） 

68.4％ 

31.4％ 

17.3％ 

44％ 

17.5％ 

49.9％ 

42.3％ 

10.5％ 10％ 10.9％ 

％ 
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丸合市

古上合

い合正歴

町現合合市

 

【
合
併
に
賛
成
し
ま
す
】 

丸
子
町
が
合
併
を
望
む
方
向
で
行

　
　
く
の
で
あ
れ
ば
、
目
先
の
利
益

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
将
来
を

見
据
え
た
合
併
に
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
30
代
　
男
） 

 

合
併
を
積
極
的
に
進
め
て
頂
き
た

　
　
い
。
上
田
市
や
東
部
町
と
同
じ

よ
う
な
こ
と
を
し
て
競
争
す
る
よ
り

は
、
合
併
し
て
ひ
と
つ
に
な
り
、
そ

の
中
で
の
地
域
的
役
割
、
地
域
的
ま

と
ま
り
を
考
え
て
い
け
ば
良
い
と
思

う
。
合
併
し
な
い
で
今
の
よ
う
に
競

争
し
て
い
け
ば
、
地
域
の
発
展
は
あ

り
え
な
い
と
思
う
。
　
（
40
代
　
女
） 

 

市
町
村
合
併
は
地
域
主
権
を
実
現

　
　
す
る
「
手
段
」
の
ひ
と
つ
で
あ

る
事
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
。
行
き

届
い
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
長
い

間
暮
ら
し
て
き
た
我
々
に
は
、
現
状

が
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る
事
も
、
こ

れ
が
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
事
も

な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
代
　
男
） 

古
き
良
き
時
代
の
郷
愁
や
感
傷
は
捨
て
、

　
　
新
し
く
良
い
社
会
に
向
け
進
む
べ
き
。

地
名
・
文
化
が
忘
れ
去
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
良
い
も
の
は
必
ず

残
り
ま
す
。
大
き
い
都
市
と
合
併
す
る
こ

と
に
よ
り
、
従
来
遅
れ
て
い
る
部
分
も
改

善
さ
れ
て
く
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
70
以
上
　
男
） 

上
田
市
か
ら
丸
子
町
に
移
り
住
み
ま
し

　
　
た
が
、
丸
子
町
の
行
政
に
は
活
気
と

感
動
が
全
く
感
じ
ら
れ
ず
、
さ
み
し
い
思

い
を
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
合
併
し
、
閉
塞

的
で
は
な
く
活
気
が
あ
り
明
る
い
将
来
像

の
持
て
る
ま
ち
に
絶
対
な
る
べ
き
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
代
　
女
） 

合
併
は
早
く
進
め
る
べ
き
で
す
。
地
方

　
　
自
治
体
が
大
き
く
力
強
く
な
れ
ば
補

助
金
な
ど
国
に
多
く
要
求
出
来
、
種
々
の

施
設
も
充
実
し
、
力
の
あ
る
市
町
村
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
人
々
の
交
流
も
広
が
り
、

多
く
の
方
々
と
か
か
わ
る
事
に
よ
り
知
識

も
広
ま
り
、
人
々
が
楽
し
い
日
々
を
送
る

事
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
事
務
処
理
等

も
近
代
的
な
機
械
を
導
入
し
、
人
件
費
を

少
な
く
し
、
手
早
く
事
務
を
進
め
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
（
60
代
　
女
） 

い
ま
、
す
ぐ
合
併
を
し
な
く
て
は
な
ら

　
　
な
い
と
い
う
緊
急
性
は
全
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
長
い
将
来
を
展
望
し
た
場
合
、

合
併
を
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

昔
と
違
い
、
最
近
の
マ
イ
カ
ー
化
や
道
路

整
備
で
、
30
分
以
内
で
上
田
市
の
中
心
ま

で
行
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
こ
の
際
、
大
い
に
合
併
論
議
を
し
、

対
等
の
立
場
で
上
田
市
を
含
め
た
広
域
合

併
が
ベ
タ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。         

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
70
以
上
　
男
） 

合
併
に
よ
っ
て
町
民
の
暮
ら
し
は
負
担

　
　
が
減
る
の
で
す
か
？
交
通
も
は
っ
き

り
言
っ
て
不
便
な
の
で
、
電
車
の
復
活
と

か
を
希
望
し
ま
す
。
町
民
に
と
っ
て
よ
い

選
択
が
で
き
る
よ
う
願
い
ま
す
。 

 

（
20
代
　
女
） 

正
直
に
言
っ
て
あ
ま
り
興
味
が
あ
り
ま

　
　
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
新
聞
で
山
口

村
の
ニ
ュ
ー
ス
等
を
読
み
、
住
民
が
自
分

達
の
意
志
を
表
示
し
て
ゆ
く
こ
と
を
知
り
、

自
分
達
の
た
め
に
よ
り
良
い
環
境
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。 

（
50
代
　
女
） 

  

【
合
併
に
反
対
し
ま
す
】 

歴
史
あ
る
丸
子
の
名
前
や
伝
統
が
無
く

　
　
な
る
の
は
悲
し
い
で
す
。
き
め
の
細

か
い
福
祉
や
政
策
が
行
き
届
く
に
は
、
今

ぐ
ら
い
の
単
位
が
良
い
と
思
い
ま
す
。 

（
10
代
　
女
） 

町
の
か
た
ち
と
し
て
は
現
在
の
ま
ま
で

　
　
良
い
と
思
い
ま
す
。
上
田
地
域
広
域

連
合
に
よ
る
機
構
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
に
加
入
し
て
い
る
市
町
村
が
地
域
に
あ

っ
た
効
率
的
な
プ
ラ
ン
を
立
て
て
実
行
す

れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
70
以
上
　
男
） 

現
在
で
も
満
足
に
出
来
な
い
の
に
、
合

　
　
併
し
て
大
き
く
し
た
ら
今
以
上
に
住

民
サ
ー
ビ
ス
が
悪
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

（
40
代
　
女
） 

合
併
を
し
て
町
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る

　
　
ほ
ど
、
栄
え
る
場
所
と
そ
う
で
な
い

場
所
に
極
端
な
差
が
出
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
　
　
（
30
代
　
女
） 

   

【
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
】 

合
併
問
題
に
関
心
が
無
か
っ
た
の
で
、

　
　
な
ぜ
合
併
な
の
か
良
く
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
50
代
　
男
） 

市
町
村
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
ま

　
　
り
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
後
の
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
を
も
っ
と
示
し
て
頂
け
る
と
理
解

し
易
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

（
20
代
　
女
） 

市
町
村
合
併
に
関
し
て 

こ
の
よ
う
な
意
見
が 

寄
せ
ら
れ
ま
し
た 

調査の方法 
　調査区域　丸子町全域 
　調査対象　丸子町に在住する18歳以上の個人 
　　　　　　（平成14年6月27日現在の住民基本台帳人口　　
　　　　　　　　　　　　　　　　25,311人のうち20,852人） 
　抽出人口　2,000人 
　　　　　　（町総人口25,311人の約7.9％、対象人口の約9.6％） 
　抽出方法　層化無作為抽出 
　　　　　　（各年代の人口割合事に無作為抽出） 
　調査期間　平成14年7月5日～7月25日までの20日間 
　　　　　　（7月31日までに郵送されたものも有効とした。） 
　調査方法　郵送による配布・回収 
  
回収結果 
　配布数　2,000人 
　回収数　958人（男 453人、   女 499人、不明 6人） 
　回収率　47.9％ 

　結果の詳解につきましては、町のインターネッ
トホームページや役場1階にあります行政情報コ
ーナーにてご覧いただけます。 

　　【問】役場　企画課　合併対策室 
　　　　　　　�42-1041　有線2-4510 
　　　　　丸子町ホームページアドレス 
　　　　　　　http://www.maruko-town.ne.jp

▼特集・市町村合併� 

［問］丸子町と周辺市町村との合併についてどう思いますか？ 

［問］どこの市町村との合併が望ましいですか 
　　　〈組み合わせ別内訳〉 

［問］今後、市町村合併についての議論を一層深 
　　　めるために、どのような情報が必要ですか 

枠　　　　組 男 女 不明 総計 

上田市 93 120 

39 

19 

9 

6 

15 

4 

10 

8 

58 

211

1 

 

1 

 

 

 

 

 

 

0 

4

214 

95 

36 

29 

26 

22 

21 

20 

19 

117 

359

56

16

20

20

7

17

10

11

59

144

長門町、武石村、和田村 

上田市、東部町 

真田町 

上田市、長門町、武石村、和田村 

武石村 

その他（58種） 

空白（記入なし） 

上田市、東部町、真田町、長門町、青木村、 
武石村、和田村 
上田市、東部町、真田町、長門町、青木村、 
武石村、和田村、坂城町、立科町、北御牧村 

上田市、東部町、真田町、長門町、青木村、 
武石村、和田村、坂城町 

具体的な市町村合併の 
組合わせ 

合併後の住民サービ 
スや税・公共料金な 
ど住民負担の状況 

合併後の 
新しいまちの 
将来計画 

市長村長、市町村会議会の 
合併に関する考え方 

21.0％ 

38.1％ 

29.3％ 

11.6％ 

年齢別 地区別 

0 20 40 60 80 100

70歳以上 

60歳代 

50歳代 

40歳代 

30歳代 

20歳代 

10歳代 

東内 

長瀬 

西内 

丸子 

塩川 

依田 

0 20 40 60 80 100

積極的に進めるべきである 
どちらかといえば進めるべきである 
進めるべきでない 
どちらかといえ進めるべきでない 
どちらともいえない 
無解答 

26％ 27％ 26％ 23％ 1％ 9％ 7％ 34％ 

33％ 31％ 2％ 8％ 6％ 20％ 

26％ 20％ 11％ 13％ 30％ 

37％ 28％ 1％ 7％ 6％ 21％ 

37％ 30％ 1％ 5％ 5％ 22％ 

32％ 28％ 1％ 8％ 8％ 23％ 

8％ 8％ 30％ 1％ 

42％ 27％ 5％ 5％ 20％ 1％ 

36％ 29％ 9％ 6％ 19％ 1％ 

35％ 30％ 6％ 10％ 18％ 1％ 

27％ 31％ 6％ 7％ 28％ 1％ 

37％ 23％ 11％ 3％ 25％ 1％ 

40％ 13％ 27％ 7％ 13％ 
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9月1日は防災の日 

　9月1日は「防災の日」です。町では町内に災害時における緊急避難地および緊急避難所を定めています。
緊急避難地とは、震災時に一時待避するためのグラウンド等のことで、緊急避難所は避難生活のための
公民館等の施設のことをいいます。 
　避難が必要になった場合は、町が災害の状況に応じて避難所を開設し、広報車、消防団員、町職員な
どを通じて皆さんへの周知を図ります。いざというときのために、非常持ち出し品といっしょに身近な
緊急避難場所の場所も確認しておきましょう。 

緊急避難地 

緊急避難所 

避難場所 

西内小学校校庭  

荻窪グラウンド  

東内グラウンド  

丸子町営ゲートボール場 

腰越町組グラウンド  

対象地区 

西内・平井 

荻窪 

和子・下和子 

辰ノ口 

町腰越 

避難場所 

岡森諏訪神社グラウンド 

深山グラウンド 

丸子中央小学校校庭 

丸子実業高等学校校庭 

丸子北小学校校庭 

対象地区 

向井腰越 

深山・仙石・池の芝  

三反田・海戸・沢田  

八日町・中丸子・下丸子 

御岳堂・生田 

避難場所 

信州国際音楽村広場 

丸子北部グラウンド  

長瀬町民センター前広場 

塩川小学校校庭  

藤原田グラウンド  

対象地区 

尾野山  

上長瀬・町組・下長瀬 

上長瀬・町組・下長瀬 

塩川 

藤原田  

施設名 

西内小学校  

丸子中央小学校  

丸子北小学校  

塩川小学校  

丸子中学校  

施設名 

丸子北中学校  

丸子実業高等学校  

西内基幹集落センター 

丸子町文化センター  

丸子町文化会館 

施設名 

隣保館（開放センター） 

町民センター 

勤労者体育館  

施設名 

鹿教湯公民館  

町公民館  

高梨公民館  

大塩公民館  

穴沢公民館  

中村公民館  

茂沢公民館  

戸羽公民館  

宮沢公民館  

霊泉寺集会場  

荻窪公民館  

和子公民館  

榎の実の家 

辰ノ口公民館  

腰越公民館  

向井公民館  

深山公民館 

西内保育園  

東内保育園  

みなみ保育園  

対象地区 

入山・鹿教湯 

町 

高梨 

大塩 

穴沢 

中村 

茂沢 

戸羽 

宮沢 

霊泉寺 

虚空蔵・荻窪 

和子 

新屋・宮脇・横辻 

辰ノ口 

町腰越 

向井腰越 

深山・仙石・池の芝 

西内・平井 

東内 

腰越 

施設名 

三反田公民館 

海戸公民館  

沢田公民館  

八日町公民館  

中丸子公民館  

下丸子公民館  

上組公民館  

中山公民館  

三角公民館  

南原公民館  

北原公民館  

熊の森センター  

茂沢公民館  

尾野山公民館  

上長瀬公会堂  

練合公民館  

町組公民館 

わかくさ幼稚園 

中丸子保育園 

依田保育園  

対象地区 

三反田 

海戸 

沢田  

八日町  

中丸子 

下丸子 

上組 

中山 

三角 

南原 

北原 

飯沼 

茂沢 

尾野山 

上南、上北 

錬合 

町組 

上丸子 

中丸子・下丸子 

依田 

施設名 

小路下公民館 

金井公民館  

上平南公民館  

上平県住公民館  

権現公民館  

西組公民館  

東組公民館  

東街道公民館  

北街道公民館  

宮原集会場  

コミュニティセンター下長瀬 

塩川地区コミュニティ集会施設 

坂井公民館  

狐塚公民館  

郷仕川原公民館  

南方公民館  

藤原田公民館 

長瀬保育園 

塩川保育園 

ちぐさ幼稚園  

対象地区 

小路下 

金井  

上平南  

上平、上平県住  

権現 

西組 

東組 

東街道 

北街道 

宮原 

権現・西組・東組・東街道・北街道・宮原 

石井 

坂井 

狐塚 

郷仕川原 

南方 

藤原田 

長瀬 

塩川・藤原田 

石井 

お問い合わせは　丸子消防署　�42-0119　有線24951

　
8
月
8
日
、丸
子
町
文
化

会
館
で
町
制
施
行
90
周
年

記
念
式
典
が
行
わ
れ
、長
年

丸
子
町
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

や
団
体
が
功
労
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。 

【
受
賞
者
一
覧
】 

 

　
町
功
労
者
表
彰 

〈
産
業
功
労
〉 

　
浅
　
川
　
重
　
喜 

　
上
　
原
　
弘
　
三 

鹿
教
湯
温
泉
健
康
保
養
協
会 

　
小
　
平
　
夏
　
雄 

　
小
　
林
　
秀
　
男 

　
齋
　
藤
　
靱
一
郎 

　
齋
　
藤
　
博
　 

JA
信
州
う
え
だ 

よ
だ
く
ぼ
花
卉
部
会
丸
子
支
部

　
　
　
　   

育
種
育
苗
委
員
会 

　
清
　
水
　
精
壱
郎 

　
關
　
　
　
厚
　
子 

　
中
　
沢
　
甲
子
雄 

　
丹
　
羽
　
　
　
隆 

　
　
　
田
　
　
　
至 

　
山
　
本
　
忠
　
義 

　
吉
　
池
　
善
　
一 

  〈
自
治
功
労
〉 

　
伊
　
藤
　
良
　
夫 

　
小
相
澤
　
隆
　 

　
小
　
林
　
　
　
孝 

　
關
　
　
　
孝
　
雄 

　
辰
　
野
　
益
　
人 

　
成
　
澤
　
　
　
剛 

　
箱
　
山
　
源
　
一 

　
矢
　
澤
　
　
　
武 

 

〈
文
化
功
労
〉 

　
飯
　
嶋
　
英
　
子 

　
齋
　
藤
　
泰
　
生 

  〈
体
育
功
労
〉 

　
加
　
藤
　
　
　
至 

　
齊
　
藤
　
昭
　
男 

　
春
　
原
　
一
　
郎 

　
福
　
井
　
と
し
子 

　
箕
　
輪
　
篤
　
男 

  〈
消
防
功
労
〉 

　
内
　
堀
　
君
　
子 

　
城
　
山
　
き
み
枝 

 

　 

〈
社
会
福
祉
功
労
〉 

　
池
　
内
　
迪
　
哉 

丸
子
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　
　
　
　
　 

連
絡
協
議
会 

  〈
衛
生
功
労
〉 

　
成
　
澤
　
重
　
治 

依
田
窪
清
掃
事
業
協
同
組
合 

  〈
善
行
表
彰
〉 

　
掛
　
川
　
和
　
長 

　
倉
　
沢
　
芳
　
枝 

　
櫻
　
井
　
康
　
子 

　
中
　
村
　
房
　
江 

　
西
内
平
井
共
用
財
産
管
理
会 

　
西
　
澤
　
政
　
子 

　
西
野
入
　
泰
　
代 

　
丸
子
建
設
株
式
会
社 

  〈
特
別
功
労
〉 

　
金
井
建
設
株
式
会
社 

長
野
県
丸
子
実
業
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
応
用
生
物
科 

　
矢
　
澤
　
一
　
豊 

　
山
本
工
業
株
式
会
社 

  感
謝
状
贈
呈 

　
五
十
嵐
　
幹
　
雄 

　
黒
　
坂
　
周
　
平 

　
小
　
池
　
雅
　
夫 

　
財
団
法
人
信
州
国
際
音
楽
村 

　
竹
　
内
　
彦
　
一 

　
学
校
法
人
丸
子
学
園 

　
　
　
　 

丸
子
中
央
幼
稚
園 

　
片
　
桐
　
わ
か
子 

　
カ
ネ
ボ
ウ
株
式
会
社 

　
長
野
計
器
株
式
会
社 

　
中
　
山
　
昭
一
郎 

　
真
　
山
　
泰
　
男 

  叙
勲
受
章
者 

　
織
　
　
　
邦
　
夫 

　
上
　
野
　
靖
　
嘉 

　
齋
　
藤
　
正
　
美 

   

　
　
　
　
　
　
　 

（
敬
称
略
） 

　7月27日、丸子町営総合グラウンドにおいて1,000万人
ラジオ体操祭が丸子町体育協会の主催で開催され、5時
30分という早朝にもかかわらず、子どもからお年寄りま
で1,200人を超える町民の皆さんが訪れました。この
1,000万人ラジオ体操祭は丸子町の町制施行90周年を記
念して開催されたもので、講師にラジオ体操を指導して
いる長野信一先生を迎え、最初に体操をするポイントな
どの指導をうけ、その後にみんな一斉にラジオ体操を行
いさわやかな汗を流しました。この日から町内の小学校
は夏休みに入るため、ラジオ体操のカードをもって会場
に訪れ、大人といっしょに運動する姿も見られました。 

町制90周年記念 
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「一言でいえば“たいへん”です。」塩川の小林永子さんは自宅で母てつさん（85

歳）を介護しています。あと何年続くかわからない、治る病気じゃない、でも命あ

る限りてつさんを明るくみようと永子さんは決めています。家族で食事をしたりひ

孫とのふれあい等周りとの自然な係りの中でてつさんを受け入れています。 

　もとはしゃきしゃきしていたてつさんに痴ほうの症状が見られるようになったの

は最近のこと。一年ほど前から足も弱くなりました。夜中はてつさんの夫の仁六郎

さんがトイレに連れていきます。永子さんはてつさんがデイサービスを利用してい

るとき仕事をしています。「在宅で介護することは大変だけれど、今まで入院もし

ないできた母が赤ちゃんに戻っていくような、だんだん下がっていくような感じが

して。母は住み慣れた家で家族と一緒に長くいたいだろうと思って在宅でがんばっ

ています。」 

　「おはようございます。着替えにきました。」永子さんはてつさんにわざとヘル

パーのふりをします。てつさんは娘だということも最近はわかりません。 でも、朝

は普段着に着替えをして夜は寝巻きに着替えさせます。寝たきりにならないように

しています。排泄も日を数えて下剤を使います。「家には痴ほうの人がいるなんて

思わせないぐらい明るく元気にやっているのがわたしの役目だと思っています。」

永子さんの声は明るい。　（次回へつづく） 

この記事は保健福祉課介護係で選考し取材させていただいています。 

塩川 

小林　永子さん 
介護保険制度 

ー心身ともに快適な生活をー 

　
年
金
か
ら
介
護
保
険
料
を
お
支
払

い
い
た
だ
く
方
、
全
員
に
通
知
が
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き
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す
。
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定
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ク 

金
　
井
　
俊
　
次 

岡
　
崎
　
巻
　
次 

工
　
藤
　
千
　
幹 

飯
　
島
　
ふ
み
江 

  

中
丸
子 

上
　
原
　
と
ら
子 

宮
　
坂
　
志
げ
子 

高
　
梨
　
　
　
つ 

小
　
関
　
晴
　
清 

澤
　
崎
　
　
　
己 

宮
　
坂
　
寅
　
信 

中
　
島
　
増
　
次 

本
　
間
　
春
　
子 

山
　
岸
　
ふ
　
み 

  

下
丸
子 

中
　
村
　
寛
　
助 

滝
　
沢
　
か
つ
子 

依
　
田
　
桂
　
一 

  御
嶽
堂 

尾
　
澤
　
か
つ
み 

成
　
澤
　
と
　
め 

  

生
田 

辰
　
野
　
　
　
脩 

辰
　
野
　
は
な
　 

関
　
根
　
つ
　
ぎ 

上
　
野
　
久
　
子 

春
　
原
　
み
つ
子 

春
　
原
　
禎
　
三 

清
　
水
　
勝
　
見 

金
　
井
　
キ
ヨ
子 

田
　
中
　
　
　
正 

水
　
科
　
一
　
枝 

長
　
岡
　
　
　
ら 

  

長
瀬 

松
　
本
　
静
　
子 

本
　
間
　
カ
　
ネ 

八
重
澤
　
キ
　
ヨ 

高
　
橋
　
ハ
ツ
イ 

山
　
岸
　
今
朝
太
郎 

大
　
井
　
ま
つ
よ 

白
　
井
　
ま
す
り 

小
相
澤
　
清
三
郎 

小
相
澤
　
あ
き
を 

柴
　
川
　
　
　
猛 

  

塩
川 

矢
　
島
　
正
　
幸 

砥
　
石
　
良
　
信 

西
　
森
　
松
　
　 

横
　
山
　
ハ
ル
エ 

清
　
水
　
よ
し
江 

中
　
島
　
松
　
美 

傳
　
田
　
せ
　
い 

鷹
　
野
　
佐
千
代 

横
　
山
　
善
　
雄 

鷹
　
野
　
勝
　
蔵 

横
　
山
　
た
き
じ 

高
　
木
　
か
め
よ 

藤
　
田
　
富
　
雄 

関
　
　
　
ミ
　
チ 

松
　
井
　
ツ
　
リ 

滝
　
澤
　
石
　
次 

吉
　
池
　
　
ぎ
子 

柳
　
沢
　
み
　
え 

  

し
お
が
わ
敬
老
園 

芳
　
澤
　
ハ
ル
ヲ 

  

藤
原
田 

堀
　
内
　
よ
　
　 

い
つ
ま
で
も 

お
元
気
で 

丸
子
町
の
最
高
齢
者
は
、
直
井
や
　
の
さ
ん
（
百
三
歳
）
で
す
。
九
十

九
歳
以
上
の
方
は
十
一
人
、（
昨
年
は
十
人
）、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方

は
百
人
、
喜
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
二
百
五
十
二
人
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

（
平
成
十
五
年
三
月
末
ま
で
に
到
達
す
る
年
齢
で
す
。
名
簿
は
平
成
十
四
年
八
月
二

十
日
現
在
で
作
成
し
ま
し
た
。
）
（
敬
称
略
） 

平成14年度丸子町介護保険料額（65歳以上の方で年金からお支払いいただく方） 

仮徴収額（4～8月） 
（お支払いいただいて 
　　　　　 あります） 

平成14年10月 

第1段階 第2段階 第3段階 第4段階 第5段階 

2,300円 

2,300円 

2,300円 

14,100円 

7,200円 10,500円 14,100円 17,700円 21,000円 

3,650円 

3,500円 

3,500円 

21,150円 

4,700円 

4,700円 

4,700円 

28,200円 

5,950円 

5,800円 

5,800円 

35,250円 

7,100円 

7,100円 

7,100円 

42,300円 

平成14年12月 

平成15年2月 

平成14年度年額 

介護保険についてのご相談・ご意見は、 
　　　　　丸子町役場  保健福祉課  介護係　　電話　42―0015　有線　27652

�
4
月
、
6
月
、
8
月
は
す
で
に
お
支

払
い
い
た
だ
い
て
あ
り
ま
す
。
（
仮

徴
収
と
い
い
ま
す
。）
10
月
か
ら
新
た

に
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
な
る
方
は

6
月
に
普
通
徴
収
（
現
金
ま
た
は
口

座
振
替
払
）
納
入
通
知
書
で
ご
通
知

し
て
あ
り
ま
す
。 

�
平
成
13
年
分
の
申
告
に
も
と
づ
き
、

段
階
区
分
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
段

階
区
分
の
変
更
が
あ
っ
た
方
は
仮

徴
収
額
に
よ
っ
て
、
保
険
料
額
の

増
減
が
あ
り
ま
す
。 

�
平
成
15
年
度
以
降
は
保
険
料
の
見

直
し
の
た
め
、
仮
徴
収
額
は
記

載
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
決
定

次
第
、
対
象
の
方
に
ご
通
知
い
た
し

ま
す
。 

�
通
知
が
届
か
な
い
方
は
普
通
徴
収
（
現

金
ま
た
は
口
座
振
替
払
）
に
な
り
ま
す
。 

てつさんと夫の仁六郎さん 

てつさんの食事を手伝う娘の永子さん 
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　8月3日から10日までの日程で、丸子町が友好都市提携を結んでいる
アメリカ・コロラド州のブルームフィールド市から訪問団が当町を訪れ、
交流しました。今回訪れたのはトム・ブルナー副市長をはじめ、12歳か
ら15歳までの子どもたち6人を含む総勢13人。子どもたちは期間中丸子
町でホームステイをし、7日には丸子町の子どもたちとドッヂボールや
ビーチバレーボールといったスポーツを通じて交流し、親交を深めてい
ました。参加した子どもたちは「ブルームフィールドの人たちといっし
ょに運動できて楽しかった」と話していました。10日には文化会館でお
別れ会が行われ、ブルームフィールドの子どもたちは、ホストファミリ
ーのみなさんとの別れを惜しんでいました。 

　7月20日から8月31日まで鹿教湯温泉にある野天湯が
オープンしました。この野天湯は天然の温泉を利用した
野外プールのような感覚で入ることができるもの。オー
プンの日は朝から晴れわたり、昼頃には汗ばむような陽
気になったため、初日から大勢の子どもたちで賑わって
いました。また、オープンに先立って西内小学校の生徒
たちが野天湯に足を浸しながらリコーダーを演奏。野天
湯の傍らを流れる内村川のひんやりとした風と子どもた
ちの涼しげなリコーダーの音色に、訪れた人々はしばし
暑さを忘れて聴き入っていました。 

　7月16日、役場の第1会議室において、町と西内郵便局、
塩川郵便局との「証明書交付事務協定」の調印式が行われ
ました。この「証明書交付事務協定」は通常役場の窓口で
交付している「住民票の写し、戸籍の抄本、謄本、印鑑証
明書、納税証明書、所得証明書」を西内郵便局と塩川郵便
局の窓口で交付を受けられるようにするもの。住民の方が
郵便局で申請書に記入していただき、郵便局からファック
スで役場窓口に申請書を送付。役場で書類を審査したのち、
申請された書類を郵便局のプリンターにプリントし交付す
るというシステム。この協定の締結は、長野県下でも3番目
になります。 

町が西内・塩川郵便局と「証明書交付事務協定」を締結 

温泉に涼やかな笛の音 ～西内小学校の児童が鹿教湯野天湯でコンサート～ 

中学生が全国の舞台へ 

ブルームフィールド市の訪問団が丸子町へ 

～丸子北中学校野球クラブが中部日本選抜野球大会に出場～ 

　とんぼはうすでは、現在町制施行90周年を記念した特製鉛筆
立てを製作しています。この鉛筆立ては、上小地区の唐松材で
建築材料で余った木材を使い、約2,300個を製作します。まず、
木材をカットし、それを鉛筆立ての形に組み立て、やすりで磨
いてきれいにしたうえで、90周年のシールととんぼはうすの刻
印を押して完成。この一連の行程をとんぼはうすの方とボラン
ティアの方ですべて手作業で行っています。出来上がった鉛筆
立てはしっかりしていて手作りのぬくもりがあります。この鉛
筆立ては9月下旬に町内の小中学校の児童生徒に贈られることに
なっています。 

とんぼはうすで鉛筆立てを製作 

　丸子北中野球クラブは7月27日に行われた県大会で見事優勝し、
8月14日から愛知県のナゴヤドームで行われた全国大会に出場
しました。県大会で2試合を投げ抜いた関くんは、「保護者や応
援してくれた人たちへの感謝の心を忘れず、悔いの残らない試
合をやってきたいです」と大会への抱負を語っていました。丸
子北中学校ではこのほかに柔道の県大会で3年の山本
純輝君が個人戦で優勝し、8月17日から兵庫県で行
われる全国中学校柔道大会に出場し、丸子中学校では、
下村文さんが8月20日から京都府で行われた全日本
中学校陸上競技選手権大会の女子1,500mに出場しま
した。 

　
8
月
3
日
、
町
民
ま
つ
り
「
丸
子
ド
ド
ン
コ
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
町
は
お
祭
り
ム

ー
ド
一
色
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
お
天
気
に
恵
ま
れ
、
こ
ど
も
み
こ
し
と
大
人
み
こ
し

が
商
店
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
役
場
前
駐
車
場
に
作
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
龍

神
お
ね
り
や
江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
、
海
戸
あ
ば
れ
大
獅
子
の
舞
が
披
露
さ
れ
、
さ
ら
に
今
年

は
町
制
施
行
90
周
年
を
記
念
し
て
腰
越
御
柱
な
ぎ
な
た
お
練
り
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
大
好
評
だ
っ
た
踊
り
ア
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
催
さ
れ
、
７
チ
ー
ム
の
参
加
者
が

思
い
思
い
の
振
り
付
け
で
踊
り
、
観
客
も
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
夕
方
か
ら
は
約
4
千
人
の
人
々
が
商
店
街
に
繰
り
出
し
、
踊
り
の
列
は
熱
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。 

　
8
月
5
日
に
は
恒
例
の
納
涼
花
火
大
会
が
行
わ
れ
、
美
し
い
の
花
火
が
丸
子
の
夏
の
夜

空
を
彩
り
ま
し
た
。 

ア
レ
ン
ジ
賞 

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
部 

最　優　秀　賞…………石井ゆかいな仲間 

優　　秀　　賞…………劇団ぴい Special Dance Unit 

東 京 丸 子 会 賞…………星龍・博愛（ポーアイ） 

努　　力　　賞…………下丸子 

最　優　秀　賞…………藤原田 

東 京 丸 子 会 賞…………海　戸 

あ ざ や か 賞…………石　井 

ア イ デ ア 賞…………南　方 

●アレンジ・デコレーション・おどりコンテスト審査結果 
　 各賞については次のとおりです。 

踊りアレンジコンテスト 

子どもたちも大勢参加 

腰越御柱なぎなたお練り 
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乳 幼 児 健 康 診 査 
�受付時間：午後1：00～1：15 
�ところ：保健センター 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳の「おたずね」 

健　診 と　き 対　象　者 
4 カ 月 児  
1 0 カ 月児  
1才6カ月児 
2才児歯科 
3 才 児  

9月  6日（金） 
9月27日（金） 
9月13日（金） 
9月10日（火） 
9月20日（金） 

平成14年4月  3日～5月2日生 
平成13年11月生 
平成13年3月生 
平成12年8月生 
平成11年8月生 

実施日 時　間 場　所 
9月12日（木） 受付：午前10：00～10：30 保健センター 

子育てランドと育児相談 
＊保健師・栄養士による育児相談コーナーと自由に遊べる部屋のコーナー 
�持ち物：相談の方は母子健康手帳をお持ちください 

献  血  の  予  定 
実施日 

午前（10：00～12：00） 午後（1：00～3：00） 
会　　場 

9月26日（木） 長野計器（株）丸子電子機器工場 （株）信州富士 

【問】　保健センター　�42-1117　有線2-4483

行政の 
　ページ 

町政の動きを町政の動きを 
　　　お知らせします。　　　お知らせします。 
町政の動きを 
　　　お知らせします。 

  3日 第25回町民まつり「丸子ドドンコ」　　　 
  5日 納涼花火大会 
  8日 町制施行90周年記念式典 
18日 第7回信州爆水RUN in 依田川 

  1日 長野県知事選挙投票日　　 
14日 げんきまるこ・産業フェア 
15日 　　　　〃 
22日 第29回丸子町民ゴルフ大会 
29日 いきいきフェスタ2002

9月は がん制圧月間 
 オゾン層保護対策推進月間 
 障害者雇用促進月間 
  
  1日 防災の日 
  9日 救急の日 
15日 敬老の日 
23日 秋分の日 

役場･･･････････････････� 42-3100 
　･･･････････････････FAX 43-3666 
教育委員会  学校教育課･･� 42-1044 
　　　　　  社会教育課･･� 42-3147 
　･･･････････････････FAX 42-3148 
 丸子町文化会館･････････� 42-0001 
 総合体育館･････････････� 43-2250 
　･･･････････････････FAX 43-0616 
 金子図書館･････････････� 42-2414 
　･･･････････････････FAX  42-2414 
 クリーンセンター･･･････� 43-2131 
 衛生センター･･･････････� 42-6789 
 給食センター･･･････････� 42-2892 
 解放センター･･･････････� 42-6694 
 町民センター･･･････････� 42-5122 
 郷土博物館･････････････� 42-2158

あたたかい心 

清水孝子 様　電動ベットほか 
田中文子 様　介護用品 
安西　功 様　介護用品 
さつき・山野草クラブ 様　35,567円 
丸実卒業生一同代表  中村隆幸 様　ウィンドブレーカー、ジャージほか 
勝野歌謡教室・民謡千尋樹会 様　50,000円 
金井紀子 様　300,000円 
長瀬ボランティアすみれ 様　電動ベットほか 
一円玉募金様　電動ベットほか 
　以上、丸子町社会福祉協議会にご寄付いただきました。 
厚くお礼申し上げます。 

上原　清善 様　健康、教育、平和造り資金として　金200,000円 
匿名の方　育英資金として　金50,000円 
丸子早起野球連盟 様　育英資金として　金77,070円 
　以上、町にご寄付いただきました。厚くお礼申し上げます。 

丸子ライオンズクラブ　様　カラーテレビ、電気バリカン、電気かみそりほか 
　以上、特別養護老人ホーム徳寿荘にご寄付いただきました。厚くお
礼申し上げます。 

就業構造基本調査にご協力お願いします 

　平成14年10月1日現在で就業構造基本調査 を実施します。　 
調査の対象となった世帯には、統計調査員がうかがいますので、ご協
力をお願いします。（総務省・長野県） 
【問】役場企画課　情報係　�42-1011　有線24882

『オータムジャンボ宝くじ』 

1等・前後賞合わせて2億円！“当たり実感のある小額賞金が充実しました。” 
4等　5万円×27,000本　　5等　1万円×180,000本　等 
発売期間は平成14年9月26日（木）から10月11日（金）まで。 
抽せん日は平成14年10月17日（木）です。 
この宝くじの収益金は市町村の明るい街づくりや環境対策、高齢化対
策など地域住民の福祉向上のために使われます。 

毎週月曜日放映中 
6：30・8：30・11：30・18：30・21：30 

丸子テレビ放送（1ch） 
9月の内容［水洗化の促進について（下水道課）］ 

　毎月15日、町長との対話サロンを行っています。 
町政に対する提言やご要望など、お気軽にお話し
ください。 
【申込・問】役場企画課 情報係　TEL42-1011 有線2-4882

●～●～●～町長との対話サロン～●～●～● 『丸子町行政情報番組』 

　
任
期
満
了
に
よ
る
丸
子
町
農
業
委
員

会
委
員
の
一
般
選
挙
は
、
7
月
2
日
に

告
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
第
1
選
挙
区
・

第
2
選
挙
区
と
も
に
立
候
補
者
数
は
定

員
数
で
あ
り
、
無
投
票
当
選
と
な
り
ま

し
た
。 

 

　
新
し
い
農
業
委
員
の
顔
ぶ
れ
は
、
農

業
関
係
団
体
等
に
よ
る
推
薦
委
員
も
含
め
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
立
候
補
届

け
出
順
）
任
期
は
7
月
20
日
か
ら
3
年

間
で
す
。
（
敬
称
略
） 

  

◎
第
1
選
挙
区 

　
　
定
数
８
（
西
内
・
東
内
・
丸
子
地
区
） 

 

　
　
金
　
井
　
隆
　
雄
　
（
上
丸
子
） 

 

　
　
柳
　
澤
　
　
　
寛
　
（
東
　
内
） 

 

　
　
滝
　
澤
　
利
　
道
　
（
東
　
内
） 

 

　
　
小
　
林
　
清
二
郎
　
（
下
丸
子
） 

 

　
　
荻
　
原
　
定
　
男
　
（
東
　
内
） 

 

　
　
相
　
澤
　
一
　
徳
　
（
腰
　
越
） 

 

　
　
黒
　
岩
　
堅
　
三
　
（
西
　
内
） 

 

　
　
滝
　
沢
　
　
　
浩
　
（
平
　
井
） 

 

◎
第
2
選
挙
区 

　
　
定
数
12
（
依
田
・
長
瀬
・
塩
川
地
区
） 

 

　
　
出
　
浦
　
博
　
和
　
（
長
　
瀬
） 

 

　
　
関
　
　
　
與
　
康
　
（
塩
　
川
） 

 

　
　
堀
　
内
　
　
　
汀
　
（
藤
原
田
） 

 

　
　
内
　
堀
　
三
　
男
　
（
御
嶽
堂
） 

 

　
　
滝
　
沢
　
　
　
元
　
（
生
　
田
） 

 

　
　
鈴
　
木
　
輝
　
孝
　
（
御
嶽
堂
） 

 

　
　
吉
　
池
　
善
　
一
　
（
生
　
田
） 

 

　
　
志
津
田
　
有
　
利
　
（
生
　
田
） 

 

　
　
柳
　
沢
　
吉
　
彦
　
（
塩
　
川
） 

 

　
　
横
　
山
　
雄
　
正
　
（
塩
　
川
） 

 

　
　
藤
　
森
　
康
　
雄
　
（
塩
　
川
） 

 

　
　
春
　
原
　
泉
　
治
　
（
長
　
瀬
） 

  

○
信
州
う
え
だ
農
業
協
同
組
合
推
薦 

 

　
　
　
関
　
　
　
博
　
文
　
（
生
　
田
）  

○
東
信
農
業
共
済
組
合
推
薦 
 

　
　
春
　
原
　
利
　
幸
　
（
生
　
田
） 
 

○
議
会
推
薦 

 

　
　
鈴
　
木
　
美
枝
子
　
（
中
丸
子
） 

 

　
　
関
　
　
　
牧
　
子
　
（
生
　
田
） 

 

　
　
山
　
岸
　
勝
四
郎
　
（
長
　
瀬
） 

 

　
　
藤
　
森
　
た
か
江
　
（
塩
　
川
） 

 

　
　
　
堀
　
内
　
憲
　
明
　
（
藤
原
田
）

  　
農
地
の
貸
借
や
売
買
等
、
農
地
・
農
業

の
こ
と
な
ら
、
お
近
く
の
農
業
委
員
ま

た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
（
役
場
農
林

課
内
電
話（
直
通
）42
―
１
０
３
７  

有
線

２
４
８
５
１
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
耕
作
放
棄
に
よ
る
荒
廃
化
し
た
農

地
は
、
有
害
鳥
獣
の
巣
と
な
っ
た
り
、

病
害
虫
発
生
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
な

っ
た
り
し
ま
す
。
耕
作
し
な
い
ま
で

も
草
刈
り
等
の
管
理
を
お
こ
な
っ
て
、

近
隣
の
農
地
へ
影
響
の
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

お 

願 

い 

しゅうぎょう  こう   ぞう    き      ほん  ちょう    さ 

結核レントゲン2次検診日程 

　1時検診が受けられなかった人は、下記でお受けください。 
・対象は16歳、及び19歳以上の方 
・学校や勤務先で検診のある方、妊娠中の方は除きます。 
・受診票は1次検診で各家庭にお届けしてありますが、ない方は各会場
　にも用意してあります。 

検 診 会 場  
中 山 公 民 館  
飯沼・熊の森センター 
尾 野 山 公 民 館  
依田・茂沢公民館 
石 井 公 民 館  
狐 塚 公 民 館  
南 方 公 民 館  
藤 原 田 公 民 館  
東 組 公 民 館  

検 　 診 　 時　 間 
午前  9：30～  9：40 
〃    9：55～10：15 
〃  10：30～10：40 
〃  10：55～11：05
〃  11：20～11：40 
〃  11：55～12：05 
午後  1：20～  1：30 
〃    1：45～  1：55 
〃    2：10～  2：20

月日 

9
月
30
日（
月
） 

検 診 会 場  
鹿 教 湯 公 民 館  
高 梨 公 民 館  
穴 沢 公 民 館  
荻 窪 公 民 館  
和 子 公 民 館  
榎 実 の 家  
辰 ノ 口 公 民 館  
腰 越 公 民 館  
八 日 町 公 民 館  
沢 田 公 民 館  
長瀬・町民センター 
下 丸 子 公 民 館  
中 丸 子 公 民 館  
保 健 セ ン タ ー  

検 　 診 　 時　 間 
午前  9：30～  9：45 
〃  10：00～10：10 
〃  10：25～10：35 
〃  10：50～11：00
〃  11：15～11：25 
〃  11：40～11：50 
午後  1：20～  1：30 
〃    1：45～  1：55 
〃    2：10～  2：20 
〃    2：35～  2：45 
午前  9：30～  9：50 
〃  10：05～10：20 
〃  10：35～10：45 
〃  11：00～12：00 

月日 

10
月
1
日（
火
） 

10
月
2
日（
水
） 

実施日 対　象　者 場　所 
9月  3日（火） 平成13年8月・9月生 保健センター 

おたんじょう相談 
�受付時間：午前10：00～10：30 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳「おたずね」 

多胎児家族のつどい 

教室名 と　き 対　象　者 
双子ちゃん三つ子ちゃんの集い
ビィーンズ 

 9月18日（水） 双子、三つ子の親子 

�受付時間：午前9：30～10：00 
�実施時間：午前10：00～12：00 
�ところ：保健センター 
 

予　防　接　種 
�受付時間：午後1：00～2：00 
�ところ：保健センター 
�持ち物：母子健康手帳・予診票 

種　類 実施日 対　象　者 
ツ 反  
B . C . G  
ツ 反  
B . C . G

9月2日（月） 
9月4日（水） 
9月3日（火） 
9月5日（木） 

平成14年1月～3月生 
 
平成14年4月～6月生 
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九
月
一
日
は
防
災
の
日
で
す
。
町
の
防

災
対
策
は
「
丸
子
町
地
域
防
災
計
画
」
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

水
道
で
は
地
震
・
風
水
害
対
策
が
主
な
も

の
で
す
が
、
特
に
地
震
で
は
浄
水
場
・
配

水
池
・
ポ
ン
プ
室
な
ど
の
施
設
の
ほ
か
、

地
中
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
一
四
九
・
九
�

の
配
水
管
の
被
害
も
予
想
さ
れ
、
最
も
警

戒
を
し
て
い
ま
す
。 

　
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
場
合
、
で

き
る
限
り
正
確
な
被
害
の
情
報
収
集
を
行
っ

て
、
一
日
も
早
く
通
常
の
給
水
が
で
き
る

よ
う
被
害
施
設
の
復
旧
に
全
力
を
あ
げ
ま

す
。 

　
そ
の
間
の
飲
料
水
の
調
達
は
、
町
内
十

七
箇
所
の
配
水
地
や
浄
水
場
の
貯
留
水
を

メ
イ
ン
に
、
可
搬
式
浄
水
機
に
よ
る
飲
料

水
の
製
造
、
被
災
し
て
い
な
い
市
町
村
か

ら
の
搬
入
な
ど
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。
供

給
は
給
水
車
や
給
水
タ
ン
ク
、
ポ
リ
タ
ン

ク
や
ポ
リ
袋
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。 

　
町
の
み
で
対
応
が
困
難
な
場
合
は
、
他

市
町
村
、
県
ま
た
は
自
衛
隊
に
応
援
を
要

請
、
厚
生
労
働
省
・
日
本
水
道
協
会
を
通

じ
て
全
国
的
に
応
援
を
依
頼
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。 

　
ま
た
工
事
に
関
し
て
は
、「
災
害
等
の

応
急
措
置
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し
て
い

る
丸
子
町
水
道
工
事
業
協
同
組
合
の
全
面
的
な

応
援
を
得
る
ほ
か
、
町
外
か
ら
の
応
援
も
検
討

し
ま
す
。 

　
水
道
課
で
は
日
ご
ろ
か
ら
、
管
路
の
耐
震
化
、

老
朽
管
の
敷
設
替
え
並
び
に
耐
震
性
機
材
の
採

用
や
配
水
系
統
の
相
互
連
絡
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
な

ど
、
計
画
に
従
っ
た
予
防
措
置
に
心
が
け
て
い

ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
も
緊
急
時
に
備
え
、

ポ
リ
タ
ン
ク
等
の
給
水
用
具
を
確
保
し
て
お
く
、

災
害
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
飲
料
水
と
し

て
必
要
な
程
度
の
貯
水
を
行
う
な
ど
の
心
が
ま

え
を
お
願
い
し
ま
す
。 

水
道
の
防
災
対
策 

Ｑ 
 

Ａ 
    

Ｑ 
 

Ａ 
 

【
問
】丸
子
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
�
43
―
２
１
３
１
　
有
線 

２
４
８
１
１ 

揚
げ
物
な
ど
で
使
っ
た
廃
油
は
？ 

 

食
用
の
廃
油
に
つ
い
て
は
、固
め
て
出
す
か
新
聞
紙
や
布
に
浸
透
さ
せ
て
か
ら
可
燃

袋
に
入
れ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。な
か
に
は
、液
体
の
ま
ま
袋
に
入
れ
て
出
す
人
が
い

て
、収
集
車
に
入
れ
る
際
破
裂
し
て
、人
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
り
、道
路
へ
流
れ
出

し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。き
ち
ん
と
ル
ー
ル
を
守
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。 

 
草
刈
ガ
マ
な
ど
は
？ 

 

刃
の
金
属
部
分
に
つ
い
て
は
、紙
な
ど
で
包
み「
刃
物
注
意
」

と
表
示
し
て
金
物
類
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。柄
の
部
分

（
木
製
）に
つ
い
て
は
、可
燃
物
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。刃

の
部
分
と
柄
の
部
分
が
ど
う
し
て
も
分
け
ら
れ
な
い
時
は
、刃
の
部
分

を
先
の
取
り
扱
い
に
よ
り
金
物
類
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　本年３月に「広報まるこ」に関するアンケート（無作為
抽出）を実施し、多くの方よりご協力をいただきました。
このアンケート結果は今後の「広報まるこ」に活かしてい
きたいと思います。 
　また、その中で、多くのご意見、ご質問をお寄せいた
だきましたので、ここで紹介させていただきます。 
  
 Q.「花ごよみ」で紹介された花の撮影場所を教えて
　ほしい 
 A.「花ごよみ」の写真と文章は中丸子の関 二三雄さん
にお願いしています。この写真も関さんが実際に現地
で撮ったものです。今回のご要望に関しては、今月号
より撮影された地区を記載するようにしました。 
  
 Q.大半の人に理解しやすく、やわらかい表現で広報を
作ってほしい 

 A.広報作成のうえで、わかりやすい表現に努めていま
すが、どうしても行政用語等を使わなければならない
記事もあり、なかなかむずかしいと実感しています。
これからも、少しでも多くの人にわかりやすい広報づ
くりをめざして努力していきますので、ご指導をお願
いいたします。 

広報アンケートに寄せられた 
　　　　　　ご質問にお答えします 

名 称  

釧 路 沖 地 震  

能登半島沖の地震 

北海道南西沖地震 

北海道東方沖地震 

三陸はるか沖地震 

兵庫県南部地震 

山梨県東部の地震 

鹿児島県薩摩地方の地震 

鳥取県西部地震 

年  月  日 

H5.1.15 

H5.2.7 

H5.7.2 

H6.10.4 

H6.12.28 

H7.1.17 

H8.3.6 

  

H12.10.6

No 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9

H9.3.26 
      4.3 
      5.13

規模及び 
最大震度 

被　害　内　容 

北海道 
 
石川県 
珠州市 

北海道 

北海道 

青森県 
岩手県 

兵庫県 
ほか 

山梨県 

鹿児島県 

鳥取県 

M7.8 
震度6

M6.6 
震度5

M7.8 
震度5

M8.1 
震度6

M7.5 
震度6

M7.2 
震度7～6

M5.3 
震度5

M6.5～5.6 
震度6弱～5強 

M7.3 
震度6強 

A：46市町村62水道450件 
B：20,093戸 
C：最大17日 

A：施設の被害　B：断水戸数　C：断水日数 

A：34箇所 
B：2,329戸 
C：最大2日 
A：32市町村56水道1,030件 
B：17,907戸 
C：最大14日 
A：24市町村36水道 
B：31,462戸 
C：最大10日 
A：青森11水道　岩手5水道 
B：青森117千人　岩手700人 
C：最大6日 
A：9府県81水道 
B：130万戸 
C：最大90日 
A：5水道 
B：3,900戸 
C：最大7日 
A：7水道 
B：延べ18,101人 
C：最大4日 
A：6県38市町村 
B：8,300戸 
C：最大11日 

近年の主な地震と水道被害 

お問い合わせは　生活課　国保年金係　�42-1053　有線2-4493

被保険者になる人 

保険証のとりあつかい 

◎新しい保険証は 
　一  般・・・・・・・・・・・・・・水色（今までは藤色） 
　退  職・・・・・・・・・・・・・・桃色（今までは黄色） 
◎学生または長期出張などで家族と離れて住んでいる人については、
　申請により学生用・遠隔地用の保険証も発行されます。 

　国保に加入する一人ひとりのことを被保険者といい、職場の健康保険などに加入している人と生活保護をうけ
ている人以外はすべて国保に加入することになります。おもな被保険者は次のとおりです。 

　保険証をうけとったら次のことに注意して大切にあつかいましょう。 
　� 新しくうけとったら、記載内容を確認しましょう。 
　� 診察をうけるときには、かならず医療機関の窓口に提示しましょう。 
　� やぶけたり、よごれて使えなくなったときは、申請して再交付してもらいましょう。 
　� 国保をやめるときは、国保の窓口に返しましょう。（社国・国保2つの保険証持参） 
　� 期限がきれたもの、コピ－したものは使わないようにしましょう。 

　現在、丸子町の国保には、4,563世帯、被保険者8,826人が加入しています。 
 （参考：丸子町の世帯数8,958世帯、人口25,352人平成14年8月1日現在） 

　現在使用されている丸子町国民健康保険証は9月30日で有効期限が切れます。 
　新しい保険証は、9月30日までに郵送しますので大切に保管してください。また、
今までの保険証は無効となりますので、間違いを避けるため、また他人の手に渡
らないようにするために破棄してください。 
　この保険証の更新は、国保の被保険者であることの確認や不正に保険証が使わ

れていないかどうかを発見するなど保険証の適正化のため毎年実施しています。 
　なお、別に通知する方については、役場国保年金係の窓口で更新の手続きをお願いします。 

 

※健康保険法の
改正につき

　ましては、来
月号（10月

　号）でお知らせ
します。 

自営業者 年金生活者 農業・漁業従事者 

退職などで職場の健康保険を脱退 
した人 

パート・アルバイトなどで職場の健 
康保険などに加入していない人 

外国人登録を行って日本に1年以 
上滞在する人 
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平
成
14
年
度
は
、「
自
分
ら
し
く
自
己
表
現
す
る
に
は
」
を
テ
ー
マ
に

3
回
に
亘
り
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、延
べ
250
人
の
方

が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。内
容
に
つ
い
て
二
回
に
分
け
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

●
言
葉
と
は
一
体
何
だ
ろ
う
。
人
間

が
考
え
た
巧
妙
な
発
明
品
で
あ
り
、

音
声
を
使
っ
て
の
伝
達
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。 

　「
言
葉
は
、
学
習
に
よ
っ
て
学
習
し

な
が
ら
獲
得
す
る
も
の
で
あ
る
。」。

一
人
ひ
と
り
の
話
し
方
は
そ
れ
ぞ
れ

違
う
し
、
歴
史
が
あ
る
。
人
は
、
加

齢
に
よ
っ
て
輝
き
を
身
に
付
け
る
。

年
齢
と
共
に
人
を
動
か
す
語
り
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
言
葉
は
、

相
手
に
ど
う
届
く
か
、
届
け
る
か
が

大
切
。 

　
一
番
大
切
な
こ
と
は
平
等
と
い
う
こ

と
。
男
女
も
高
齢
者
も
子
ど
も
も
一

人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
生
き
る
。

人
生
を
謳
歌
で
き
る
。
そ
れ
が
男
女

共
同
参
画
社
会
と
い
う
こ
と
。 

「
と
も
に
輝
く
話
し
方
」 

　
　
　   

元
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎
　
信
子
さ
ん 

1日目 

　
「
と
も
に
輝
く
話
し
方
」
と
題
し
て

元
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
岩
崎
信
子
さ
ん
の
講
演
を
聞
き
ま

し
た
。
岩
崎
さ
ん
は
、
常
に
笑
顔
で
は

っ
き
り
と
し
た
口
調
で
お
話
を
さ
れ
大

変
聞
き
や
す
く
、
い
つ
の
間
に
か
話
の

中
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
言
葉
は
巧
妙
な
発
明
品
で
あ
り
、
吸

っ
た
息
を
吐
き
出
す
時
に
声
帯
や
共
鳴

体
を
使
っ
て
音
声
の
伝
達
を
す
る
資
源

節
約
型
・
廃
物
利
用
型
で
あ
る
こ
と
を

聞
き
、
違
っ
た
角
度
で
言
葉
と
い
う
も

の
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
言
葉
は
学
習
に
よ
っ
て
獲
得

す
る
も
の
で
あ
り
よ
り
豊
か
な
言
葉
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
年
を
重
ね

人
生
の
深
ま
り
が
言
葉
の
木
を
太
ら
せ
、

言
葉
の
葉
を
繁
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

誰
も
が
話
力
を
つ
け
る
た
め
に
自
主
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
で
あ
り
、
相
手
に

ど
う
届
け
る
か
、
ま
た
相
手
に
よ
っ
て

話
し
方
、
テ
ン
ポ
を
変
え
し
な
や
か
な

話
し
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に

は
、
家
庭
が
一
番
良
い
場
所
で
、
日
々

の
会
話
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
な
る
こ
と

を
聴
き
、
早
速
家
庭
で
自
主
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

今
ま
で
家
で
は
あ
ま
り
喋
ら
な
か
っ
た

た
め
、
な
か
な
か
実
行
が
で
き
な
い
で

い
ま
す
。 

　
普
段
、
私
た
ち
が
、
な
に
げ
な
く
使

っ
て
い
る
言
葉
が
時
に
は
暴
力
（
差
別
）

と
な
り
相
手
の
心
を
傷
つ
け
、
命
の
危

険
性
ま
で
も
感
じ
る
も
の
に
な
る
こ
と

も
聴
き
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
社
会

に
つ
い
て
も
、
男
・
女
の
人
権
問
題
が

根
底
に
あ
り
、
男
女
平
等
社
会
が
確
立

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
お
互
い

の
人
権
を
尊
重
し
合
う
こ
と
が
最
も
重

要
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
機
会
に
こ
れ
か
ら

は
言
葉
の
木
を
太
ら
せ
、
葉
を
繁
ら
せ

る
た
め
に
、
家
庭
で
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
い
言
葉
に
磨
き
を
か
け
、
相
手

に
分
か
り
易
く
・
相
手
の
気
持
ち
を
快

く
さ
せ
る
よ
う
な
言
葉
・
話
し
方
が
で

き
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
　
　
　
　 

飯  

沼
　
中
村
　
貢 

参加者
の 

声 
参加者

の 

声 
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

人権 ひ ろ ば人権 ひ ろ ば
 

※このコーナーへの
　ご意見ご感想をお
　待ちしています。 

【宛て先】 
〒386-0404 
丸子町上丸子1488 
丸子町教育委員会 
　TEL 42-3147 
　FAX 42-3148

〜
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
〜 

町営住宅で始めてエレベーターを設置した中丸子第２団地 

任期2年（H14・15）の初年度にあたり、4回の養成講座を開催、講座 
終了の指導員58名を委嘱しました。 

高
齢
者
、
障
害
者
に
や
さ
し
い

町
営
住
宅
（
都
市
整
備
課
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
丸
子
町
に
は
現
在
公
営
住
宅

６
団
地
212
戸
、
厚
生
住
宅
13
カ

所
25
戸
の
住
宅
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
住
宅
で
老
朽
及
び
狭

小
に
よ
り
建
替
を
行
っ
た
住
宅

は
176
戸
で
残
り
の
住
宅
も
未
整

備
で
建
替
え
等
が
必
要
な
時
期

に
来
て
い
ま
す
。 

　
丸
子
町
で
は
快
適
な

住
ま
い
づ
く
り
の
た
め
、

心
地
よ
く
安
全
な
公
営

住
宅
の
供
給
を
早
期
に

行
う
と
と
も
に
建
替
え

に
あ
っ
た
っ
て
は
戸
数

を
増
や
し
た
り
、
1
戸

当
り
の
面
積
を
増
や
し

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
高
齢
者
や
障

害
者
が
安
心
し
て
生
活

を
送
れ
る
バ
リ
ア
フ
リ

ー
に
重
点
を
置
い
た
住

宅
整
備
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
現
在
建
替
え
を
予
定
し
て
い

る
の
は
海
戸
団
地
・
腰
越
団
地

で
す
。
地
域
改
善
向
け
厚
生
住

宅
に
つ
い
て
は
、
同
和
対
策
課

と
連
携
を
取
り
つ
つ
入
居
者
及

び
地
域
住
民
の
要
望
を
十
分
に

把
握
し
、
公
共
下
水
道
の
水
洗

化
に
併
せ
て
住
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

　4回にわたって丸子町同和教育指導員養成講座を
受講しました。 
　社会経済が成熟化していくなかで、個人の生き
方を尊重する動きとともに、人権に関する関心が
高まっています｡ 
　同和問題をはじめとして、障害者問題・外国人
問題等さまざまな分野での差別や偏見は依然とし
て存在していて、お互いの尊厳を守り、人権を尊
重する社会の実現に向けて一人ひとりが責任を持
った取り組みが求められています。 
　人権を考えることって、誰のためでなく、自分
の生き方を考えるものだと思います。 
　えっ、なぜ？　本当に？　自分は？　と問い掛
ける。それが、どんな生き方をしたいか自分を考
えていく第一歩だと思います。 
　全ての人が自他の尊厳を認め合い、それぞれの

違いを個性として尊重する「自己実現の権利を認
め合う社会」の構築をめざし、人権教育や啓発を
はじめ、あらゆる分野で人権の視点に立った取組
みを、地域住民との交流のなかで推進していきた
いと思います。 

丸子町同和教育専門指導員　中丸子　中　山　和　夫 
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澤
　
な
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沢
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長
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伊
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五
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尾
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く
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石
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93 

藤
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★町県民税　2期（9月2日） 
★国保税　3期（9月2日）　4期（9月30日） 
★上下水道使用料　6・7月分（9月30日） 
★下水道受益者負担金　2期（9月30日） 
★介護保険料　3期（9月2日） 
 
 
 
★年金相談 
　9月26日（木）10：00～12：00　13：00～15：00 
★8のつく日、心配ごと・行政・結婚相談 
9月8日（日）　18日（水）　28日（土）  9：00～12：00 
丸子ふれあいステーション3階　�42－0033　有線24821 

★巡回ハローワーク 
　9月20日（金） 
★交通事故でお困りの方 
交通事故相談室　上田支部　�23－1260　内線2417 

★悪徳商法に対する苦情相談 
　上田消費生活センター　�27－8517 
★子どもの相談窓口 
　丸子町教育委員会　�42－3147 
★女性のための法律相談 
　�026－232－2104 
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン 
　�026－232－2020 
★ふれあい相談室 
　�026－233－9110 
★女性被害犯罪ダイヤルサポート110 
　�026－234－8110 
★ヤングテレフォン 
　�026－232－4970

お
お
　
　
つ
か
　
　
ひ
で
　
　 

お 

く
ろ
　
　
い
わ
　
　
あ
さ
　
　
い
ち 

か
け
　
　  

の
　
　
　
き
　
　
　
ん 

ま
る
　
　
や
ま
　
　
や
す
　
　  

こ 

し
も
　
　
む
ら
　  

し
ょ
う
　   

じ 

な
お
　
　  

い
　
　 

え
い
　
　
じ
ゅ 

さ
さ
　
　
ざ
わ
　
　
え
つ
　
　  

よ 

や
な
ぎ   

さ
わ
　
　  

な
　
が
　
い 

  

は
　
せ 

が
わ
　
　 

と
ら
　
　
お 

  

よ
　
　
　
だ
　
　
　
と
　
　
　
み 

あ
し
　
　  

だ
　
　
　 

い  
せ   

じ 

た
き
　
　
ざ
わ
　
　
い
つ
　
　  

お 

み
ち
　
　  

や
　
　  

よ
し
　
　
ま
さ 

た
か
　
　
は
し
　
　
　
　
　
　
え
い 

せ
き
　
　
　
　
　
　
あ
き
　
　
ひ
こ 

さ
か
　
　  

た
　
　   

と   

く   

え 

ほ
り
　
　
う
ち
　
　  

よ
　
し
　
の 

9月の納税 

9月の相談 

納税は便利は口座振替を 

7月 
届出分 
（敬称略） 

町制施行90周年記念誌「和音」 

 

問 問 

第
三
十
九
回 

俳
句
の
部
　
矢
島  

渚
男 

選 
　
《 

三
　 
位
》 

春
近
し
点
滴
の
色
薄
紫 

腰
　
越 

斉
藤
　
夏
子 

  
外
は
雪
薬
缶
シ
ュ
ル
シ
ュ
ル一
人
ぼ
ち 

上
丸
子 

笹
井
　
幸
子 

  

橇
肩
に
反
抗
期
な
る
幼
き
背 

上
丸
子 

竹
倉
美
智
子 

日　時◆9月29日（日）午前9時30分から 
場　所◆丸子町文化会館 
内　容◆長寿慶祝式のほかにシルバー作品展・老人クラ 
　　　　ブ発表会、福祉・介護相談、「生きる」ことを 
　　　　学ぶ講演会「命に寄りそって」など 
 

日　時◆9/14（土）　午前10：00～午後4：00 
　　　　　　　　　　　  （オープニングセレモニー 午前9：30～） 
　　　　　 15（日）　午前9：00～午後3：00 
 

役場企画課　�42-1041　有線24510 保健福祉課　介護係　�42－0015

�東内・西内コース 
　9/10（火）   9/25（水）   10/8（火） 

�腰越・依田コース 
　9/12（木）  9/26（木）  10/10（木） 

�中丸子・下丸子・長瀬コース 
　9/3（火）　9/17（火）　10/1（火） 

�塩川・藤原田コース 
　9/5（木）　9/19（木）　10/3（木） 

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院 
　9/4（水）　9/18（水）　10/2（水） 

あおぞら号巡回日 ～～～ 

今月の一冊 

21世紀を駆ける 
信州の100人 

編／毎日新聞長野支局 
発行／ほおずき書籍 

〈新刊本の紹介〉 

本館 

虫姫 出久根達郎 講 談 社  
いまでも天国にいちばん近い島 森村　　桂 ＰＨＰ研究所 
彼方からの風 篠沢　秀夫 思 潮 社  
猫道楽 長野まゆみ 河出書房新社 
水草の楽しみ方 吉野　　敏 緑 書 房  
覚えておきたい美しい日本語 柴田　　武 角 川 書 店  
世界の海水魚 350  成 美堂出版  
猫種大図鑑 ブル－ス・フォーグル ペットライフ社 

あおぞら号 

人生百年私の工夫 日野原重明 幻 冬 舎  
御隠居忍法唐船番 高橋　義夫 実業之日本社 
明日はアタシの風が吹く 衿野　末矢 情報センタ－出版局 
斬られ権左 宇江佐真理 集 英 社  
天の瞳  あすなろ編１ 灰谷健次郎 角 川 書 店  
燃えつきるまで 唯川　　恵  幻 冬 舎  

金子図書館�42－2414 
　休館/月曜・祝日・月末日 

※9月のおはなし会は9月28日（土）です。 
※図書館ネットワークのホームページで本の検索ができ 
　ます。アドレスは、http://www.echol.gr.jp

　
本
年
町
制
施
行
九
〇
周
年
に

あ
た
り
、
記
念
誌
を
作
成
し
、

巻
頭
言
に
次
の
よ
う
に
記
し
た
。 

　『
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
時
代

を
越
え
て
九
十
年
。
飛
躍
、
栄
光
、

挫
折
、
復
興
、
発
展
と
ま
さ
に

激
動
の
九
十
年
を
丸
子
町
の
名

の
も
と
に
歩
み
を
刻
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
終
戦
後
町
村
合
併

を
経
て
今
日
の
丸
子
町
の
形
態

に
な
っ
て
か
ら
早
五
十
年
に

及
ぼ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

社
会
の
進
歩
は
加
速
度
的
に

進
み
、
今
日
構
造
改
革
が
叫

ば
れ
、
地
方
分
権
社
会
の
構

築
に
向
け
て
、
住
民
の
生
活

ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た
新
し
い

地
域
づ
く
り
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
制
施
行
九

十
周
年
と
い
う
節
目
に
あ
た

り
、
過
去
の
歴
史
に
学
び
な

が
ら
、
将
来
を
展
望
し
、
明

日
の
地
域
社
会
を
切
り
開
く
、

勇
気
と
英
知
そ
し
て
活
力
を
奮

い
起
こ
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
本
記
念
誌
で
九
十

年
の
歴
史
の
ひ
と
こ
ま
・
ひ
と

こ
ま
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
、
水

と
緑
に
恵
ま
れ
た
自
然
豊
か
な

美
し
い
丸
子
町
が
、
住
み
よ
い

郷
土
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
一
層

発
展
す
る
こ
と
を
町
民
皆
様
と

共
に
願
う
と
こ
ろ
で
あ
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ご長寿の方をお祝いするお祭りです。百歳以上・白寿・米寿・ 
喜寿・金婚式（金婚式は届出を提出いただいた方）の方へは 
招待状をお送りします。 

町制施行90周年記念事業 

     ラジオ放送 
SBC「ラジオの王様」 
14日（土）12：08～16：00 
会場からの生中継！ 「商工祭　夢フェスタ2002」 

　　◆特産品等の展示販売、フリーマーケットほか 
「テクノフェア」 
　　◆町内企業製造品の紹介 
「産業歴史展」 
　　◆写真パネル展「町の工業100年｣、製糸業全盛期の映像上映、 
　　　製糸業機械等の展示 
「ＪＡフェスティバル」 
　　◆農産物品評会、農機具・自動車等の展示販売 
　　　健康相談、特産品等の展示販売、バザー、手芸教室　 
「食のまつり」 
　　◆食のコーナー 
「下水道フェア」 
　　◆下水道の普及啓発 
「子どもまつり」 
　　◆魚のつかみどり、もちつき、フリースロー、ミニ鉄道模型・ 
　　　恐竜模型展示など 
「水の恵み」 
　　◆雨水利用装置展示ほか 
「世代間交流、産業技術の伝承講座」 
　　◆木工教室、彫金教室、わら細工教室 
「花と緑のまつり」 
　　◆花のプレゼント、花づくり講習会、花の販売 
「試乗体験」 
　　◆熱気球、ソーラーカー、パトカー・白バイ、高所作業車 

 
 「クリーンエネルギーフェア」 
 　【主催】関東経済産業局 
 　　　　 （財）新エネルギー財団(NEF) 
 　　　　  丸子町 
 　【内容】ふわふわドーム、ストラックアウト、 
　　　　　ソーラーカーなど 

同時 
開催 

場　所◆カネボウ（株）丸子工場跡地 

この事業は活力ある地域づくりの推進のために、宝くじの助成を受けて実施します。 

「秋の交通安全運動」 
 　9月21日（土）から9月30日（月）の10日間 
　○シートベルト・チャイルドシートの着用 
　○高齢者の事故防止 
　○自動車ヘッドライトの早め点灯 
  
飲酒・酒気帯び運転罰則強化 
　罰則が強化されるとともに、罰則の対象となる酒気帯び
運転のアルコール体内保有濃度の基準値が引き下げられ
ました。これによってわずかな飲酒でも最高30万円の罰金が
科せられることになりました。 
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